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1. はじめに 

ウレタンゴム系塗膜防水に用いられる補強布の挿入の

効果として、ウレタン防水層の力学的補強効果の他に所

定の塗膜厚さの確保がある。本研究では、その観点から

現在上市されている補強布で、平場でどの程度の塗膜厚

が確保されるかを調べることを目的とした。 

2. 実験概要 

（1）補強布の種類 

実験に用いた補強布の内容を表 1 に示す。 

表 1 補強布 

補強布 形状 材質 重量 g/㎡ 厚み mm 

Ａ  織布 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維 54   0.36 

Ｂ  織布 ガラス繊維 45 0.24 

Ｃ 不織布 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ･ﾅｲﾛﾝ 

芯鞘構造 

 

30 

 

0.3 

Ｄ  織布 ﾋﾞﾆﾛﾝ繊維 

自己粘着ﾀｲﾌﾟ 

 

44 

 

0.38 

Ｅ 不織布 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維  63 0.48 

    

補強布 A    補強布 B    補強布 C 

       

補強布 D    補強布 E 

 写真 1 補強布 

（2）ウレタン防水材 

使用したウレタン防水材は JIS A 6021 １類適合品

の平場用で、配合比は主剤１：硬化剤２、硬化物比重

は 1.3、色はｸﾞﾚｰである。 

この材料の主な性能を表 2 に示す。 

表 2  使用したウレタン防水材 

試験項目 性 能 

引張強さ  N/mm 4.3 

破断時の伸び率  ％ 540 

杭張積    N/mm 500 

引裂強さ  N/mm 35 

（3）試験体 

    試験体は、透明塩ビ板（220mm×120mm×2mm）の

周囲にバックアップ材（10mm×5mm）で土手を作り、

有効塗布面積が 200mm×100mm（0.02 ㎡）となるよう

に作成した。透明塩ビ板を使用した目的は、裏面での

ウレタン防水層の気泡の有無等を観察するためである。 

  なお、試験体は 1 つの補強布に対して２枚作成した。 

 

図１ 試験体の断面と平面 

（4）実験方法 

実験の手順を図 2 に示す。 

ウレタン防水材の下塗り 0.3kg／㎡ 

 

補強布の張付け 

  

ウレタン防水材を補強布繊維が 

隠れるまで目止め塗り 

  

塗布量の計量 

  

硬化養生（36 時間） 

  

塗膜厚の測定 

図 2  実験手順のフロー図 
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（5）塗膜厚の測定 

    塗膜厚は針貫入式厚さ計で測定した 

 

写真 2 塗膜厚の測定 

3. 実験結果 

測定結果を表 3 に示す。       

表 3  塗布量と塗膜厚の結果 

   内容 

補強布 

下塗り 

(kg/㎡) 

目止め 

(kg/㎡) 

塗布量合計 

(kg/㎡)  

塗膜厚 

（mm） 

Ａ 

 

１ 0.3 0.55 0.85 0.9 

２ 0.3 0.55 0.85 0.9 

Ｂ 

 

１ 0.3 0.55 0.85 0.85 

２ 0.3 0.6 0.9 0.8 

Ｃ 

 

１ 0.3 0.6 0.9 0.85 

２ 0.3 0.6 0.9 0.9 

Ｄ 

 

１ ０※ 0.8 0.8 0.8 

２ ０※ 0.8 0.8 0.8 

Ｅ 

 

１ 0.3 0.95 1.3 1.3 

２ 0.3 0.95 1.3 1.3 

※：補強布Ｄは、自己粘着タイプのため下塗りを行わ

ずに直接目止め塗りを行った。 

4. 考察 

日本建築学会 建築工事標準仕様書（JASS ８ 防水工事  

2000 年度版）のウレタンゴム系塗膜防水工法・密着仕様

（L-UF）では、平場の防水層の工程は表 4 に示すように

なっており、平場の最終的な塗膜厚は平均 3mm を確保す

る事としている。 

 

 

  表 4 ウレタンゴム系塗膜防水工法・密着仕様（L-UF） 

における平場の防水層仕様の抜粋 

工程-1 プライマー塗り（0.3kg／㎡） 

 

工程-2 

補強布張付け 

（ウレタンゴム系防水材 

（硬化物比重 1.0 の場合 0.3kg／㎡）） 

工程-3 ウレタンゴム系防水材塗り 

（硬化物比重 1.0 の場合 1.5kg／㎡） 

工程-4 ウレタンゴム系防水材塗り 

（硬化物比重 1.0 の場合 1.2kg／㎡） 

L-UF 工法では、工程-2 及び工程-3 のウレタンゴム系防

水材（硬化物比重 1.0 のウレタンゴム系防水材の場合）

の塗布量合計が 1.8kg／㎡である。この塗布量ではじめ

て繊維が目視で隠れるような補強布であれば塗膜厚管

理が容易となる。この手法が可能となれば、工程-3 ま

でに確実に 1,8mm の最低塗膜厚が確保されたことにな

る。なお、工程-4 の段階で下の層の表面に繊維が見え

ていると 1.2kg／㎡の塗布量では隠れない場合が想定さ

れるので、工程-3 までに繊維が隠れる必要がある。 

今回使用したウレタン防水材は、硬化物比重が 1.3 であ

るので工程-3（本実験では“目止め”）までの塗布量合

計（1.8kg／㎡）を比重換算すると 2.34kg／㎡となる。

これが本実験における目標値となる。 

5. 結論 

ウレタンゴム系塗膜防水の防水層は現場で形成される

が、品質を左右する塗膜厚管理も現場作業員の技術・

技能に頼っているのが現状であり、このため、塗膜厚

管理の目的としての補強布の役割は重大である。 

本実験で使用した５種類の補強布は、いずれも目標値

より低い数値で補強布の繊維が隠れることが判明した

ので、ウレタン防水における平場の塗膜厚管理の観点

では不充分な結果となった。 
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はじめに

ウレタンゴム系塗膜防水に用いられる補強布

の挿入の効果として、ウレタン防水層の力学的

補強効果の他に所定の塗膜厚さの確保がある。

本研究では、その観点から現在上市されている

補強布で、平場でどの程度の塗膜厚が確保出

来るかを調べることを目的とした。
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表１ 実験に使用した補強布

補強

布 形状 材 質

重量

(g/㎡）

厚み

（mm）

A 織布 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維 54 0.36

Ｂ 織布 ガラス繊維 45 0.24

Ｃ 不織布 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ･ﾅｲﾛﾝ

芯鞘構造

30 0.3

Ｄ 織布 ﾋﾞﾆﾛﾝ繊維

自己粘着ﾀｲﾌﾟ

44 0.38

Ｅ 不織布 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維 63 0.48

補強布 Ａ

3
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補強布 Ｂ

補強布 Ｃ
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補強布 Ｄ

補強布 Ｅ
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表2 試験に使用したｳﾚﾀﾝ防水材の
主な性能

試験項目

使用した

ウレタン

防水材料

JIS A6021

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系

1類規格値

引張強さ （N/mm） 4.3 2.3以上

破断時の伸び （％） 540 450以上

杭張積 （N/mm） 500 280以上

引裂強さ （N/mm） 35 14以上

図１ 試験の断面と平面
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試験体

図2 実験手順のﾌﾛｰ図

１ ウレタン防水材の下塗り 0.3kg／㎡

２ 補強布の張付け

３ ウレタン防水材を補強布繊維が

隠れるまで目止め塗り

３’ 塗布量の計量

４

硬化養生（36時間）

塗膜厚の測定
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7

下塗 り

補強布張り
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8

目止め塗り

計 量
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完 成

膜厚測定
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表5 塗布量と塗膜厚の結果
下塗り
（kg／㎡）

目止め
（kg／㎡）

塗布量合計
（kg／㎡）

塗膜厚さ
（mm）

Ａ １ 0.3 0.55 0.85 0.9

２ 0.3 0.55 0.85 0.9

Ｂ １ 0.3 0.55 0.85 0.85

２ 0.3 0.60 0.90 0.8

Ｃ １ 0.3 0.60 0.90 0.85

２ 0.3 0.60 0.90 0.9

Ｄ １ 0 ※ 0.80 0.80 0.8

２ 0 ※ 0.80 0.80 0.8

Ｅ １ 0.3 0.95 1.30 1.3

２ 0.3 0.95 1.30 1.3

表４日本建築学会 建築工事標準仕様書
JASS８（2000年版）ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水
工法・密着工法（L-UF）平場の仕様

工程-1 プライマー塗り（0.3kg／㎡）

工程-2 補強布張付け

（ウレタンゴム系防水材（硬化物比重
1.0の場合0.3kg／㎡））

工程-3 ウレタンゴム系防水材塗り

（硬化物比重1.0の場合1.5kg／㎡）

工程-4 ウレタンゴム系防水材塗り

（硬化物比重1.0の場合1.2kg／㎡）
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考 察（その1）

• L-UF工法では、工程-2及び工程-3のウレタン
ゴム系防水材（硬化物比重1.0のウレタンゴ
ム系防水材の場合）の塗布量合計が1.8kg／
㎡である。

• この塗布量ではじめての繊維が目視で隠れ
るような補強布であれば塗膜厚管理が容易と
なる。

• この管理手法が可能となれば、工程-3までに
確実に平場は1,8mmの最低塗膜厚が確保さ
れたことになる。

考 察（その２）

• なお、工程-4の段階で下の層の表面に繊維
が見えていると1.2kg／㎡の塗布量では隠れ
ない場合が想定されるので、工程-3までに有
る程度繊維が隠れている必要がある。

• 今回使用したウレタン防水材は、硬化物比重
が1.3であるので工程-3（本実験では“目止
め”）までの塗布量合計（ 1.8kg／㎡）を比重
換算すると2.34kg／㎡となり、厚さ1.8mmと
なる。

• これが本実験における目標値となる。
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表5 塗布量と塗膜厚の結果
下塗り
（kg／㎡）

目止め
（kg／㎡）

塗布量合計
（kg／㎡）

塗膜厚さ
（mm）

Ａ １ 0.3 0.55 0.85 0.9

２ 0.3 0.55 0.85 0.9

Ｂ １ 0.3 0.55 0.85 0.85

２ 0.3 0.60 0.90 0.8

Ｃ １ 0.3 0.60 0.90 0.85

２ 0.3 0.60 0.90 0.9

Ｄ １ 0 ※ 0.80 0.80 0.8

２ 0 ※ 0.80 0.80 0.8

Ｅ １ 0.3 0.95 1.30 1.3

２ 0.3 0.95 1.30 1.3

結 論

• ウレタンゴム系塗膜防水の防水層は現場で
形成されるが、品質を左右する塗膜厚管理も
現場作業員の技術・技能に頼っているのが
現状であり、このため、塗膜厚管理の目的と
しての補強布の役割は重大である。

• 本実験で使用した５種類の補強布は、いずれ
も目標値より低い数値で補強布の繊維が隠
れることが判明した。

• このため、ウレタン防水における平場の膜厚
管理の観点では、不充分な結果となった。
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